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日
本
で
は
戦
争
に
な
っ
た
ら
、
自
衛
隊
は
米
軍

の
指
揮
の
も
と
で
戦
う
「
指
揮
権
」
密
約
が
交
わ

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
日
本
国
内
及
び
そ
の
周
辺
に

米
軍
を
「
配
備
す
る
権
利
」
を
約
束
し
た
日
米
地

位
協
定
「
基
地
権
」
が
有
り
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
ー

墜
落
事
故
や
米
軍
婦
女
暴
行
事
件
が
起
き
て
も
日

本
は
何
も
で
き
な
い
、
米
軍
占
領
状
態
を
許
し
た

異
様
な
姿
で
す
。

一
昨
年
、
日
本
政
府
は
、
自
衛
隊
の
地
域
的
な

縛
り
を
外
し
た
安
保
関
連
法
を
強
行
。
然
し
日
本

国
憲
法
第
九
条
は
厳
と
し
て
自
衛
隊
に
よ
る
海
外

で
の
武
力
行
使
を
阻
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
、“

個
人
”
よ

り“

公
益
”
優
先
の
「
国
家

主
権
」
憲
法
を
草
案
し
た
政
権

党
は
今
日
、
衆
・
参
三
分
の
二

以
上
の
議
席
を
確
保
し
、
九
条

明
文
改
憲
（
或
い
は
九
条
三
項

新
設
）
と
緊
急
事
態
条
項
加
憲

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も
し
国

民
投
票
で
過
半
数
賛
成
を
得
れ

ば
、
政
府
は
い
ず
れ
、
テ
ロ
や

戦
争
に
備
え
る
と
し
て
「
緊
急

事
態
」
を
宣
言
。
思
う
が
侭
に

国
民
に
命
令
し
、
「
表
現
の
自

由
」
な
ど
人
権
を
大
き
く
抑
制

し
た
監
視
社
会
を
も
た
ら
す
で

し
ょ
う
。
な
お
指
揮
権
密
約
、

日
米
地
位
協
定
は
存
在
し
ま
す

か
ら
、
有
事
に
は
自
衛
隊
は

米
軍
の
完
全
な
傭
兵
と
な
り
、

海
外
で
の
武
力
行
使
も
な
さ

れ
る
時
が
来
ま
し
ょ
う
。
日

本
国
憲
法
も
壊
れ
て
、
も
う

元
に
は
戻
れ
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
を
容
認
で
き
ま

す
か
、
あ
な
た
！

い
ま
改
憲
賛
成
派
も
署
名
運
動
で
国
民
投
票

に
向
け
た
影
響
力
を
盛
り
立
て
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
草
の
根
３
千
万
署
名
運
動
で
、
日
本
が

ふ
た
た
び
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
な
る
の

は
真
っ
平
御
免
の
思
い
を
精
一
杯
、
人
々
に
伝

え
て
対
話
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
奮
闘
は

九
条
改
憲
反
対
の
世
論
を
い
や
増
し
、
そ
の
う

ね
り
は
改
憲
発
議
ひ
い
て
は
国
民
投
票
に
な
っ

て
も
改
憲
を
許
さ
な
い
一
票
、
一
票
に
な
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
明
日
の
希
望
を
胸
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

（
東
磯
山

中
山
拓
治
）

明
日
に
希
望
を

民
生
委
員
の
先
輩
の
Ｋ
さ
ん
宅
、
奥
さ
ん
の
Ａ

さ
ん
が
署
名
用
紙
ご
と
預
か
っ
て
く
れ
て
熟
読
。

息
子
２
人
の
夫
婦
と
孫
た
ち
ま
で
か
わ
い
い
字

が
並
ん
で
た
。
（
署
名
の
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し

た
ら
、
子
ど
も
た
ち
で
も
も
ち
ろ
ん
構
わ
な
い

と
の
こ
と
。
そ
り
ゃ
そ
う
で
す
よ
ね
、
国
民
の

４
分
の
１
の
署
名
を
集
め
る
ん
だ
し
、
子
ど
も

た
ち
こ
そ
未
来
の
日
本
を
背
負
う
ん
で
す
も
ん
。
）

次
は
毎
朝
の
散
歩
で
会
う
オ
バ
チ
ャ
ン
や
ご

夫
婦
た
ち
。
そ
ん
な

政
治
や
核
兵
器
の
話

な
ん
て
し
た
こ
と
な

い
け
ど
、
初
め
て
署

名
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
暖
か
い
部
屋
に

入
れ
て
も
ら
い
お
茶

や
お
菓
子
も
よ
ば
れ
、

自
然
薯
ま
で
も
ら
い
、

そ
こ
に
や
っ
て
き
た

顔
見
知
り
の
お
ば
ち
ゃ

ん
達
も
快
く
署
名
。

・
・
・
て
な
感
じ
で
現
在
14
日
目
で
計
40
筆
。

遅
々
と
し
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
の
「
一
日
一
軒
」

と
い
う
目
標
が
ボ
ク
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
。
だ
っ

て
、
今
日
ダ
メ
で
も
明
日
２
軒
行
っ
た
ら
回
復

で
き
る
。
そ
し
て
、
「
毎
日
」
と
い
う
の
が
怠

け
者
の
私
に
は
い
い
意
識
付
け
に
な
っ
て
い
る
。

（
や
が
て
、
何
人
か
の
人
で
組
を
組
ん
で
さ
ら

に
楽
し
く
で
き
る
日
が
来
る
と
い
い
な
。
）

（
石
薬
師
町

萩
森
繁
樹
）

私は言いたい
巻頭

特集

11
月
11
日
か
ら
「
３
千
万
万
署
名
」
と
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
署
名
」
の
ふ
た
つ
を
持
っ
て
居
住
地

域
で
戸
別
訪
問
を
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
前
の
家
の
Ｓ
さ
ん
、
Ｏ
Ｋ
。
奥
さ
ん

は
孫
の
出
産
で
ル
ス
で
ダ
メ
。
次
は
同
級
生
の

Ｎ
く
ん
。
選
挙
中
は
「
ガ
ン
バ
レ
よ
」
な
ん
て

言
っ
て
た
の
に
、
署
名
は
し
な
い
主
義
、
見
る

に
見
か
ね
て
奥
さ
ん
だ
け
し
て
く
れ
る
。
次
は

一
日
一
軒
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政治を変えていく
のは私たち

市民連合すずか 山本あけみ

市民連合すずかは、今年１月「中川正春さん×岡

歩美さん新春トーク」を開催しました。中川さんが

憲法改悪反対、原発反対、女性の社会進出を考えて

いることがわかりました。参加者から鋭い質問も出

て、いい会になりました。

第二回の中川さんの対談会を考えようと話し合っ

ていると、突然の「森友・加計隠し」解散。選挙、

頑張らなきゃと思っていると中川正春さんが「希望

の党から出馬」の新聞記事。正春後援会の集いで、

「去年、せっかく市民が政治に意見を言うようになっ

たのに、何故こんなことを！」と発言する仲間。直

接、本人に手紙を出す仲間。なんとか野党共闘がで

きるようにと皆走り回りました。市民連合みえ・す

ずかとしても、夜何度も正春さんとの話し合いをし、

最後の夜の話し合いの翌日、正春さんは「無所属で

出馬」の記者会見をしてくれました。

忘れられないのは、１０月１５日、雨の中での弁

天山・正春さん

街宣。全員コー

ルの後、多くの

参加者が正春さ

んとしっかりと

握手してくれま

した。じんとき

ました。今後、

政策協定の実現、

クオータ制の導入、難民、移民の権利保障など公約

に向けた国会での活躍を期待したいと思います。

中川正春さんは、序盤、川崎さんと横一線の闘い

からのスタートでした。ひっくりかえし、１０％の

差をつけて勝利できたのは、野党共闘としての中川

正春さんを応援してくださった共産党の方々の大き

なちからがありました。自分の利を捨てて、「市民

と野党の共闘」に最前線でちからを注いでくださっ

たことに厚く御礼申し上げます。今後、「森友・加

計」の真相究明、「安倍9条改憲ＮＯ！」の声を共

にあげましょう！

１１月２３日の演説会で
ゲストスピーチする山本さん

特別寄稿

１０月におこなわれました総選挙では日本共産党

へのご支援、ご協力をいただきありがとうございま

した。こんどの選挙で日本共産党は、市民と野党の

共闘の勝利と共産党の躍進という二つの目標をかか

げてたたかってきました。

共産党の議席は２１議席から１２議席へと残念な

がら後退しました。この結果から教訓を引き出し、

次の選挙では必ず、前進ができるようわたしたち後

援会もがんばります。

野党共闘という点では民進党が希望の党へ合流す

るという逆流のなか、市民と野党の共闘を追求して

がんばり、全国で３２の選挙区で野党統一候補が勝

利、三重２区では中川正春氏を当選させることがで

きました。

こんどの選挙では市民と野党の共闘勢力の一本化

のため、共産党は多くの選挙区（６７）で候補者を

降ろす決断をしました。こうした対応について「身

をていして逆流を止め、民主主義を守った」と評価

する声がよせられているのはうれしいことであり、

今後の共闘や共産党の前進につながってくればと思

います。

選挙後、安倍政権は憲法９条の改定を本格化させ

ようとしています。平和憲法の改悪を許さず、住み

よい社会をめざす取り組みに向け後援会も一層がん

ばります。ひきつづきみなさんのご支援よろしくお

ねがいします。

日本共産党へのご支援、ご協力ありがとうございました

鈴鹿市日本共産党後援会長 谷口 茂
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ど
う
す
る
？
ど
う
な
る
？

日
本
の
政
治

11
月
23
日
、
鈴
鹿
市
文
化
会
館
で
、
日
本
共
産
党

市
政
国
政
報
告
会
「
ど
う
す
る
？
ど
う
な
る
？
日
本

の
政
治

日
本
共
産
党
に
聞
く
会
」
」
が
開
催
さ
れ

１
０
０
名
近
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

石
田
秀
三
市
議
の
市
政
報
告
、
市
民
連
合
す
ず
か

の
山
本
あ
け
み
さ
ん
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
に
続
い
て

参
議
院
国
対
委
員
長
の
井
上
さ
と
し
さ
ん
が
講
演
を

し
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
突
然
の
衆
院
解
散
、
希
望
の
党
の
出

現
、
民
進
党
の
合
流
と
い
う
事
態
の
中
で
迎
え
た
選

挙
を
「
分
断
・
逆
流
の
中
で
た
た
か
っ
た
激
動
の
３

週
間
だ
っ
た
」
と
ふ
り
返
り
ま
し
た
。
共
産
党
が
21

議
席
か
ら
12
議
席
に
後
退
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
前
回
の
選
挙
で
は
実
力
以
上
の
議
席
を
獲
得
し
た
。

議
席
に
見
合
う
実
力
を
つ
け
よ
う
と
し
て
き
た
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
今
回
の
敗
因
」
と
分
析
。
し

か
し
立
憲
政
党

が
38
→
69
に
増

え
、
中
で
も
立

憲
民
主
党
が
54

議
席
を
獲
得
し

て
野
党
第
一
党

に
な
っ
た
こ
と

の
意
義
を
強
調

し
ま
し
た
。
小

池
氏
・
前
原
氏

ら
に
よ
る
共
闘

破
壊
の
策
動
が

あ
っ
て
も
、
共

産
党
が
野
党
共
闘
の
路
線
を
貫
い
た
こ
と
、
立
憲
民

主
党
が
で
き
た
そ
の
日
に
、
枝
野
氏
の
選
挙
区
で
共

産
党
は
候
補
を
お
ろ
し
、
エ
ー
ル
を
送
っ
た
こ
と
、

小
池
・
前
原
の
秘
密
会
談
で
す
で
に
「
改
憲
派
は
排

除
」
の
方
針
は
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
、
詳
し

く
語
り
ま
し
た
。

自
公
勢
力
は
大
勝
し
た
が
、
「
安
倍
政
府
に
期
待

し
な
い
」
が
51
％
も
あ
る
と
い
う
世
論
調
査
結
果
を

紹
介
し
な
が
ら
、
モ
リ
・
カ
ケ
、
北
朝
鮮
、
核
兵
器

廃
止
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
当
面
す
る
政
治
課
題
に

つ
い
て
共
産
党
の
方
針
を
語
り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
質
問
の
あ
っ
た
政
党
助
成
金
問
題
で
は
、

「
金
が
あ
る
か
ら
安
心
し
て
公
約
破
り
が
で
き
る
の

で
す
。
政
党
の
堕
落
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
そ

の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

焦
眉
の
憲
法
改
正
問
題
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調

査
で
２
０
０
２
年
と
２
０
１
７
年
を
比
較
し
、
「
９

条
改
正
必
要
」
が
30
％
→
25
％
、
「
９
条
改
正
必
要

な
い
」
が
52
％
→
57
％
に
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
年

代
別
に
見
て
も
20
代
で
「
９
条
改
正
必
要
な
い
」
が

圧
倒
的
に
多
い
と
述
べ
ま
し
た
。
一
方
で
「
若
者
に

自
民
党
支
持
が
多
い
の
は
な
ぜ
？
」
と
い
う
会
場
か

ら
の
質
問
に
対
し
て
は
「
政
治
と
言
え
ば
安
倍
さ
ん

と
自
民
党
し
か
知
ら
な
い
」
と
今
の
若
者
の
特
徴
に

ふ
れ
、
多
様
な
方
法
で
共
産
党
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。

多
く
の
方
の
参
加
で
和
や
か
な
集
い
に
な
り
ま
し

た
。
受
付
に
い
た
橋
詰
さ
ん
は
「
隣
の
大
ホ
ー
ル
に

来
て
い
た
若
い
お
母
さ
ん
が
『
子
育
て
す
る
よ
う
に

な
っ
て
政
治
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
ず
っ
と

聞
い
て
く
れ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

（
吉
田
）

鈴
鹿
市
で
の
演
説
会
を
伝
え
る

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
11
月
25
日
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秋の夜に思うこと

はじめの一歩

はしづめ圭一の

秋にはスポーツの秋、行楽の秋、読書の秋、芸術

の秋、食欲の秋といった、いろいろな言葉がありま

す。四季の移りかわりのなかで、過ごしやすい気温、

おいしい食べ物など、最適な環境から「〇〇の秋」

と様々な表現をされるようになったと言われていま

す。あなたにとっての秋は何でしょうか？

鈴鹿市の秋は、公民館講座の発表・展示会や文化

会館での文化行事、小学校区や市全体でのスポーツ

行事、また各地域での秋祭りや伝統行事など、多く

の市民が参加する文化、スポーツ行事などが多彩に

行われます。私もこの秋、スタッフとして参加した

り、一市民として鑑賞たりして、楽しんできました。

こうした行事に参加するにつれて、鈴鹿市民の文化

レベルは高いんだなあと、たびたび感じます。

そして、もうひとつ思うのは、各地域で様々な行

事があっても広い鈴鹿市ですから、市民みんなの一

体感を感じるもの、鈴鹿市の自慢になるものがない

ことですね。

広い鈴鹿市内を結び、市民の自慢になるもの･･･市

内隅々を走り市内のどこにでもいける･･･そんなコミュ

ニティバスができるといいですね。市民の一体感が

一気にアップすると思います。

（鈴鹿市議会議員 橋詰圭一）

石田 秀三の

かけある記

東北の復興は､まだ道半ば
１１月初旬、総選挙が終わって落ち着いたところ

で、「結婚４０周年記念」と称して２泊３日の旅に

出かけました。行先は東北の仙台～気仙沼～平泉な

ど、レンタカーで回りました。いい天気で、海から

山の景色、早めの紅葉、そしておいしくて値打ちな

カキやアワビ、牛タンや蕎麦なども味わい、いい骨

休みになりました。

旅の途中、気になっていた場所にも立ち寄りまし

た。それは６年前、震災・津波の救援ボランティア

活動をした海辺の亘理（わたり）町。大津波で壊れ

た海岸堤防はきれいに復旧されていましたが、中の

農地や道路はまだこれからという段階です。日本三

景・松島も観光地側はにぎやかですが、反対側の海

岸はこれも工事中。気仙沼の港は、これから５ｍの

防潮壁の工事が始まるところで、鉄道は元通りには

つながらず、総じて復旧の遅れが感じられました。

６年も経ってこの状態というのは、まったく政治

の責任です。口で「東北の復興」を言うだけで実行

が伴わないアベ政治こそ、「国難」と言わねばなり

ません。

楽しみながらも、いろいろ考えさせられた旅でし

た。

（鈴鹿市議会議員 石田秀三）

復
旧
し
た
海
岸
堤
防

（
亘
理
町
）

１１月１９日(日）「鈴鹿の街音楽祭２０１７」

鈴鹿市文化会館けやきホール
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こころに夢を

森川ヤスエの

迷彩服と

迷彩柄のファッション

私は迷彩服の集団を見ると「ドキッ」とする。そ

れは災害救助活動をしている姿を見ても同じ。

自衛隊も災害救助用の服は迷彩服ではなく、救助の

ための服を作ってほしいと思う。

迷彩服や迷彩戦闘用のヘリや飛行機では、戦闘地

域での活動のような錯覚を覚えてしまうからです。

そんな私は、ファッションとしての迷彩柄も、見

ると一瞬「ドキッ」と鼓動が激しくなる。

そんな私は少し「こだわりが強い」人間なんだな

あと思いながら、自分という人間はどうしてこ

うも人と違うのだろうかと、思いめぐらすこと

たびたび。

特に迷彩柄のファッションにだけは、なぜか

なじめない。出会うたびに「ドキッ」と鼓動が

高まる。そして少し憂鬱になる。

安倍自公政権の改憲欲求の大元である自衛隊

の姿は「迷彩服の似合う戦闘地域での自衛隊」

だと思うと、なおさら迷彩服を連想させる迷彩

柄ファッションはなくなってほしい。

（鈴鹿市議会議員 森川ヤスエ）

共産党鈴鹿市後援会は１１月２６日、恒例の

日帰り旅行を計画しました。春と秋、合わせて

２０回目となる節目のこの日、バス２台（９０

名）を連ね、いざ出発。お天気にも恵まれ、後

援会員の交流と親睦を深めました。

この日訪ねたのは、岐阜県多治見市の名刹、

永保寺や銘菓「栗きんとん」の老舗川上屋、そ

して、昔なつかしいタイル産業の伝統が息づく

「タイル博物館」では鮮やかなタイルアートに

魅せられました。このうち川上屋さんでは、地

元産品を販売するイベントを開催中でもあり、

おおぜいの観光客でにぎわっていました。わた

したちもおいしそうな栗きんとんや栗菓子のショッ

ピングを楽しみました。参加した後援会員から

は「もみじもきれいで楽しかったねえ」「今度

はどこに行くのかしら」などの声も聞かれまし

た。後援会ではみんなが気軽に楽しめるバスハ

イクをこれからも続けたいと考えています。

（後援会事務局 Sさん）

鈴鹿市日本共産党後援会

秋のバス旅行
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私のふるさと
第１１回

私の故郷は、

静岡県浜松市

です。最近で

は、ＮＨＫ女

城主直虎で脚

光をあびまし

た。

楽器と繊維の町として栄え、働く女性が多かった

せいか、「かかあ天下と からっかぜ（遠州の強い

風）」で有名です。

生まれ育ったところは、市の中心から 車で１０

分の静かな住宅街で、自然には恵まれていません。

そのためか 母の実家 袋井市の自然風景が心に残っ

ています。毎年５月の連休に、田舎へ行き 車窓か

ら、連綿と続く れんげ畑に心を奪われていました。

夏には、遠州灘の海で遊ぶのが楽しみでした。波

が荒く、遊泳は禁じられていたので波打ち際で 遊

びました。遠州灘の砂浜は白く美しく、白子の海を

初めて見た時は 随分黒い砂浜だなあと思いました。

浜松といえば ５月３～５日の浜松祭りも知られ

ています。中田島砂丘で、畳何畳もの大きな凧揚げ

合戦が行われ、夜には絢爛豪華な御殿屋台が市内を

周回します。昼間は いなせな若者が元気よく、ラッ

パの音と共に「練り」をし、夜は子どもたちが御殿

屋台に乗って、笛や太鼓を奏で幻想的な雰囲気を作

ります。５月になると「浜松っ子」達は、熱に浮か

されるのです。みなさまも ぜひ一度は、ご覧になっ

て下さい。

（道家 志真子）

絵手紙
伊藤多江子さん

出
口
調
査
に
よ
る
と
10
代
・
20

代
の
若
者
の
何
と
40
％
が
自
民
党

に
投
票
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ど

の
世
代
よ
り
も
多
い
。
▼
ち
な
み

に
60
代
で
自
民
党
に
投
票
し
た
人

は
33
％
で
す
。
こ
の
数
字
を
見
る

と
「
若
者
は
自
民
党
支
持
者
が
多

い
」
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
し
か
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
調
べ
た
若
者

の
自
民
党
支
持
率
は
わ
ず
か
20
数

％
で
ど
の
世
代
よ
り
も
少
な
い
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
ぜ
？
▼
私
が

思
う
に
、
自
民
党
を
支
持
し
な
い

子
た
ち
が
選
挙
に
行
か
な
い
か
ら

で
す
。
▼
選
挙
に
い
く
子
＝
真
面

目
な
子
＝
体
制
支
持
タ
イ
プ

選

挙
に
行
か
な
い
子
＝
普
通
の
子
＝

政
治
に
無
関
心
、
そ
ん
な
図
式
が

見
え
て
き
ま
す
。
▼
圧
倒
的
多
数

の
「
普
通
の
子
」
に
、
「
選
挙
っ

て
オ
モ
シ
ロ
そ
う
」
と
思
わ
せ
る

演
出
が
で
き
れ
ば
、
逆
転
で
き
ま

す
。
▼
モ
リ
・
カ
ケ
問
題
は
政
治

の
ゆ
が
み
を
意
識
化
す
る
絶
好
の

機
会
で
し
た
。
白
子
駅
前
で
行
っ

た
街
頭
シ
ー
ル
投
票
で
、
若
者
は

「
疑
惑
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
」

に
ど
ん
ど
ん
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い

き
ま
し
た
。
▼
若
者
の
気
持
ち
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
ず

逆
転
で
き
ま
す
。
ど
う
や
る
か
、

そ
れ
を
真
剣
に
考
え
る
時
で
す
。

（
よ
）

編
集
後
記

（材料）

さば 骨抜きフィレを2枚

早煮昆布 15ｃｍの長さのを

12～15枚

水 3カップ

しょうゆ 大さじ3～4

（味はお好みで）

砂糖 大さじ2～3

（味はお好みで）

酢 大さじ1

みりん 大さじ1

かんぴょう

（作り方）

①骨抜きのサバを2ｃｍ幅の切り

身にします。

②早煮昆布はさっと水にくぐらせ、

しんなりさせます。

③かんぴょうは昆布巻の数だけ、

15～20ｃｍのものを水で戻します。

④昆布にサバの切り身をのせ、く

るりと巻いてかんぴょうで縛りま

す。

⑤鍋に昆布巻を並べ、水その他の

調味料を入れて煮ます。

煮汁がなくなるまで弱火で煮れ

ば出来上がり。

（中に入れる具はサバの他にたら

こ、鮭、または豚の薄切り肉など

工夫なさってください。昆布だけ

でもおいしいですよ。）

-さばの昆布巻-
私のおすすめ 簡単レシピ

野﨑洋子


